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                       ～ 日本港湾振興団体連合会会長（新潟市長） 中原 八一 ～ 
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● 相模湾（大磯港）緊急支援物資輸送訓練を実施しました！ 

（関東地方整備局 港湾空港部） 

 

● 御前崎港が開港50周年を迎えました 

（御前崎港開港50周年記念事業実行委員会） 

 

● 『第６回深日港洲本港航路に関する連携協議会』を開催 

～航路再生に向けた取組について検討～ 

  (近畿地方整備局 港湾空港部 港湾計画課) 

 

● 瀬戸内海クルーズの更なる振興を目指して！ ～クルーズ開発セミナーを開催～ 

瀬戸内海クルーズ推進会議 事務局 

（近畿・中国・四国・九州地方整備局港湾空港部） 
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１ ポートエッセイ  ―カーボンニュートラルを港湾から― 

 ～ 日本港湾振興団体連合会会長（新潟市長） 中原 八一 ～   
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昨年１０月、我が国は「２０５０年カーボンニュートラル」を宣言し、１２月には「２０５０年カーボンニュー

トラルに伴うグリーン成長戦略」を公表した。 

 戦略では成長が期待される産業として、洋上風力産業、水素産業などを始めとする「エネルギー関

連産業」に4分野、自動車産業、船舶産業などを始めとする「輸送・製造関連産業」に7分野、資源循環

関連産業など「家庭・オフィス関連産業」に３分野の計１４分野を掲げ、高い目標を設定し、あらゆる政

策を総動員するとしている。 

  

国土交通省では、港湾が輸出入貨物の99.6％を経由するサプライチェーンの拠点であり、CO2排出

量の約6割を占める発電所、製鉄所、化学工業などが多く立地していることなどから、国際物流の結節

点、産業の拠点を形成している港湾において「カーボンニュートラルポート」を形成すべく、今年の１月か

ら3月にかけて、新潟港、横浜・川崎港、名古屋港など全国6地域の港において、地方整備局、港湾管



理者、自治体、事業者等で構成する検討会を開催し、その検討結果をもとに「カーボンニュートラルポー

ト形成計画作成マニュアル骨子」をまとめ4月に公表した。 

 

新潟市に立地する新潟港も対象の1つとなっており、新潟港の具体的な検討内容について紹介をさ

せていただきたい。 

新潟港での検討は、二酸化炭素排出状況を踏まえた水素や燃料アンモニア等の利活用方策等につ

いて行っており、具体的な取り組みとして「コンテナターミナルの燃料電池（FC）化」や「横持輸送トラック

のFC化」、「船舶への陸上電力供給施設」などがあげられる。 

また、燃料となる「水素ステーションの整備」では、水素等の供給に主眼を置き新潟県域における水

素サプライチェーンの構築などについて検討を進めていくこととしており、現在休止している臨港鉄道や、

既存のガスパイプライン等を活用した広域供給拠点化も視野に検討を進めるとのことだ。 

水素等の利活用に係る技術については未だ開発・実証段階であり、実用までには一定の時間を要す

ることから、新潟港においては、短期的には実証実験の場として、長期的には水素等の使用増加に対

応した受入れ・供給体制の構築に向けた検討を行う予定だ。 

 

カーボンニュートラルポート形成の展開が新潟港などから全国の主要港に広がることで、港湾から脱

炭素社会を実現する新たな産業が生まれることを大いに期待したい。 
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●相模湾（大磯港）緊急支援物資輸送訓練を実施しました！ 

（関東地方整備局 港湾空港部） 

 

４月２８日（水）、関東地方整備局・神奈川県・大磯町が合同で緊急支援物資輸送訓練を実施しまし

た。 

 今回の訓練は、大規模な地震及び津波の発生時を想定した海上からのTEC-FORCE派遣、緊急支

援物資輸送などの活動について、職員及び船員の習熟とオペレーションの課題把握、並びに関係機関

の連携強化を目的としており、国・地方自治体による情報連絡訓練や緊急支援物資の輸送訓練を行い

ました。 

また、関東地方整備局東京湾口航路事務所所属の航路調査船「べいさーち」を使用し、外洋航行、

緊急支援物資の揚陸やみなとオアシス大磯「大磯港賑わい交流施設（OISO CONNECT）」への輸送訓

練のほか、本船に搭載されているナローマルチビーム測深機を使用した周辺の海底面（水深）を確認す

る訓練も行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関東地方整備局東京湾口航路事務所所属 航路調査船「べいさーち」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●御前崎港が開港50周年を迎えました 

 （御前崎港開港50周年記念事業実行委員会） 

 

御前崎港は、本州のほぼ中央に位置するとともに、駿河湾の湾口部にあり、コンテナ船、自動車専用

船、RORO船、その他バルク船やクルーズ船等が寄港する重要港湾です。静岡県西部地区を中心とし

た製造業集積地域の物流を支え、地域経済の重要なインフラとしての役割を担っております。 

 

昭和46年、関税法に基づく開港の指定を受け、本年４月１日に開港50周年を迎えました。 

これに先立ち本年２月、開港50周年の機運醸成を図ることを目

的に御前崎港のロゴマークを市民投票で（下の）ロゴマークに決定

しました。また開港50周年を記念して、帆船「日本丸」、浚渫兼油

回収船「清龍丸」、水陸両用バス、自衛隊艦艇等の寄港・一般公

開をはじめとする様々な記念事業を年間通して開催する予定で

す。詳細につきましては、御前崎市・牧之原市ホームページ、御前

崎市・牧之原市公式ＬＩＮＥ等を通じて随時お知らせします。 

新型コロナ感染対策に万全を期し

て実施したいと考えておりますので、

是非とも御前崎港にお越しください。 

 

 

 

 

 

緊急支援物資揚陸・輸送訓練の様子 

開港50周年周知ポスター 御前崎港ロゴマーク 



●『第６回 深日港洲本港航路に関する連携協議会』を開催 

～航路再生に向けた取組について検討～                    

(近畿地方整備局 港湾空港部 港湾計画課) 

 

近年高まる観光振興、また、大規模災害発生後の物流・人流の代替性確保を目的に、かつて結

ばれていた旅客船の定期航路復活に向け、大阪府岬町と兵庫県洲本市及び国や港湾管理者などの

関係機関により構成される「深日港洲本港航路に関する連携協議会」が平成２８年４月に発足し

ました。 

この協議会での意見等を踏まえ、平成２９年度より深日港と洲本港とを結ぶ旅客船「深日洲本

ライナー」の運航が期間限定で開始されました。この「深日洲本ライナー」は自転車と一緒に乗

船できる旅客船であり、淡路島を自転車で一周するアワイチや、泉州・和歌山地域でのサイクリ

ングを楽しむ方にも人気のある航路となりました。 

運航にあたり、深日港側には、『みなとオアシスみさき』の代表施設である観光案内所「さん

ぽるた」が設けられ、サイクリストの休憩施設としてもにぎわいをみせ、また、乗船券の提示で、

南大阪・和歌山及び淡路島の商業施設等がお得に利用できる特典が与えられるなど、地域活性化

の一翼も担っています。しかしながら、令和2年度は新型コロナウイルスの影響により運航を中

止せざるを得ませんでした。 

令和３年３月２５日（木）に開催した第6回協議会では、令和３年度の取組みや今後の関係者

間の連携について意見交換を行いました。令和３年度も引き続きコロナ禍にあり、今後も見通し

は不透明ではありますが、運航が再開された暁にはコロナ禍で疲れた心身のリフレッシュのため

も、是非ともご利用いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイクリストの方々の乗船の様子（岬町提供） 

深日港観光案内所さんぽるた（岬町提供） 

（参考）令和3年度運航ポスター 

令和３年度の運航予定 

※現在調整中 

６月下旬～１１月下旬 

◎土日祝日限定運航 



 

●瀬戸内海クルーズの更なる振興を目指して！ ～クルーズ開発セミナーを開催～ 

                               瀬戸内海クルーズ推進会議 事務局 

（近畿・中国・四国・九州地方整備局港湾空港部） 

 

４月６日（火）、瀬戸内海クルーズ推進会議の主催により、ポナン日本・韓国支社長の伊知地氏によ

る瀬戸内海クルーズ開発セミナーをオンライン開催し、約７０人が参加しました。 

セミナーでは、伊知地氏より、「ポナン（フランスのクルーズ会社）の特徴としては、小型ラグジュアリー

クルーズ（地中海、カリブ海で発展したモデルで小さな港を巡るクルーズ）でかつ、エクスペディションク

ルーズ（秘境や大自然を巡る探検クルーズ）」、「ラグジュアリークルーズでお客の好む傾向として、他で

はできない体験と経験を求めており、地域の伝統食、芸能、文化に対する関心が高く、旅行代金として

はオールインクルーシブ（クルーズ代金に乗船費、すべての飲食、基本の観光代金が含まれている）」、

「70％の生鮮食品を航行する地域産から調達し、サプライチェーンの短縮を実現」、「同行通訳はクルー

ズを通して乗船させ、各地での手配は不要」などについて、講演していただき、講演後は各自治体等の

参加者と意見交換を行いました。 

また、翌日４月７日（水）は、瀬戸内海の島嶼部を巡る現地視察で、伊知地氏へ各自治体より寄港地

における観光コンテンツ（観光・体験・グルメ）を紹介しPRを行いました（広島港～呉港～大崎下島～生

口島～鞆の浦～笠岡諸島）。 

今後においても、瀬戸内海沿岸自治体が連携して、瀬戸内海の魅力をより一層PRしていくとともに、

クルーズの再開により、寄港地に賑わいが再び戻ることを願っています。 
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ポナン 伊知地氏 オンラインでのセミナー開催状況 


